
安全にご使用いただくために、取扱説明書をよくお読みになり、
ご使用ください。 取扱説明書や注意事項を十分に理解した
上で、ご使用ください。

ご使用の前に

製品に故障または異常が起きた場合、直ちに使用を中止して
お買い上げの販売店にご相談ください。
本製品を分解したり、改造したりすると事故や火災、感電の原
因となります。

２.

3. 誤った接続をすると、火災や事故の原因となることがあります。

4. 製品を落としたり、外部から衝撃を与えたりしないでください。製
品の画面や外装、内部部品が破損し、故障の原因となる可
能性があります。

５. 指定以外の部品を使用すると、機器内部の部品をいためたり、
しっかりと固定できずに外れたりして、事故や故障の原因となる
ことがあります。
必ず付属の部品を指定通り使用してください。

製品は通常の状態で使用するために設計されています。特別
な条件で製品を使用する必要がある場合は、販売店または製
造元に十分に相談して話し合ってください。
そうしないと、異常な状態での使用で製品が誤動作する可能
性があります。

6.

安全にご使用のいただくために

ケーブルに重い物をのせたり、熱器具に近づけると、ケーブルが破損します。
ケーブルに傷がついたまま使用すると火災、感電の原因となります。また、
電源ケーブルを加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったりすると火災、感
電の原因となります。ケーブルが傷んだらすぐに販売店にご連絡ください。

製品構成
取り付け上のご注意

結線上のご注意
カメラコネクタピンの説明
カメラレンズ仕様

カメラの特徴説明
カメラ仕様

製品構成 取り付け上のご注意

車体やねじ部分、シートレールなどの可動部に配線をはさみ込まない。
断線やショートにより、事故や感電、火災の原因となることがあります。

指定以外の部品を使用すると、機器内部の部品をいためたり、しっかりと
固定できずに外れたりして、事故や故障の原因となることがあります。
走行前にしっかりと固定されているかを確認ください。ゆるみなどがある場合
、走行中に機器が外れる原因になることがあります。

夏や冬に長期間放置した直後は使用しないでください。不適切な温度で
使用すると、製品に重大な損傷を与える可能性があります。

凍結状態ではシャッターが効きません。解凍後にご使用ください。
（モーターは加えられたスリップトルクによって保護されています）
市販の解氷剤は使用しないでください。故障の原因となります。

使用中に焦げるような臭い、煙、または激しい熱が発生した場合は、すぐ
に製品の使用を中止し、販売店にお問い合わせください。

正規の接続をしてください。
誤った接続をすると、火災や事故の原因となることがあります。

作品を水中に落としたり、湿気の多い場所に長時間保管したりしな
いでください。

動作中の製品を布などで包まないでください。
内部の温度上昇により、製品の故障や火災の原因となります。

強い静電気が発生する状態は避けてください。製品の故障や火災の原
因となります。

製品に重い物を積み上げないでください。製品の故障やダメージの原因
となります。

製品内部に破片が残っている場合は、電源ケーブルを外して販売店に
相談ください。そのまま放置して連続使用すると感電や故障の原因にな
ります。

薬品(アルコール類など)で製品を洗浄しないでください。
製品表面の損傷や製品の誤動作を引き起こす可能性があります

高圧洗車機を使用する際は、カメラの前面のガラスに
直接当てないでください。

カメラの視野を確認した後、車両の適切な位置にカメラをしっかりと取り付けてください。
カメラは、お客様の使い勝手に合わせて、車両後部の適切な位置に設置できます。
違うタイプの車両などに取り付ける際は、カメラとモニターの取り付け方法について、販売
店または取り付け業者にお問い合わせください。

1.付属の取り付けブラケットを車両に固定します。
2.カメラの角度を調整します。
3.取り付けブラケットの角度を調整し、カメラに固定します。
カメラと取り付けブラケットをしっかりと調整するネジを締めます。

※レンズの視野と太陽光を避けるために取り付けブラケットの角度を調整してください。
※製品の破損や操作を防ぐため、ネジはしっかりと締めてください。

カメラ日除け、角度調整方法

A.取り付けブラケットを組み立てるための推奨ガイドライン。
B.ユーザーは取り付け角度を調整できます

取扱説明書

防水性確保のため、ケーブルとの接続に関しては、作業指示書を
確認ください。不明点があれば販売店にお問い合わせください。



結線上のご注意 カメラコネクタピンの説明 カメラレンズ仕様

カメラの特徴説明 カメラ仕様

ECC-M90C

カメラ視野角：120°(対角)

水平方向

垂直方向

照度センサー

・モニタ映像の鏡像/正像の切り替え方法
ドライバーを使って、マグネットスクリューの位置を
MIR(鏡像)/NOR(正像)に切り替えてください

6P IP CONNECTOR

■配線時のご注意
モニターと延長ケーブルの仕様を確認後、カメラとモニターを接続してください。
モニターの電源を接続するときは、モニターの電源とアース線をヒューズボックス車両
に接続します。

※電源接続は、電源の状態に応じてユーザーが選択する必要があります。
※カメラケーブルを接続してから、延長ケーブルをモニターに接続します。

延長ケーブルは車両の長さを十分考慮の上、カメラ側、モニター側共に余裕がで
きるように配線してください。
ケーブルはできるだけ車両内部を通すようにし、引っ掛けやバタつきが無いようにク
ランプなどで固定してください。また高温部、回転部、雑音発生源からできるだけ
離し、コルゲートチューブまたは配線モールでケーブルを保護することをお勧めします。

※車両状態、他の部品との組み合わせによってはカメラとケーブルの接続部分に
追加の防水処理が必要な場合があるため、ケーブルとの接続に関しては、作業
指示書を確認ください。

モニター

延長ケーブル
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